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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。米長期金利の先高観から
円安米ドル高が進行したことや、解散総選挙の観
測を背景に安倍政権の政策継続への期待が広がっ
たこと等を背景に、前週から引き続き4営業日連
続で上昇しました。週末は、北朝鮮の水爆実験実
施の可能性による地政学リスクの高まりから5日
ぶりに下落しました。（週末引け値：20,296.45
円）

 週間では、日経平均株価は1.94％の上昇、東証株
価指数は1.57％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年9月18日～9月22日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に上昇となりました。米利上げ継続観測を背
景にした国内債の売り（利回りは上昇）と、日銀の
金融緩和政策が長期化するとの思惑からの買い（利
回りは低下）が交錯しました。週末は、北朝鮮情勢
への警戒が強まったことから相対的に安全資産とさ
れる債券は買いが優勢となりました。（週末引け
値：0.034％）

 週間では、0.005％の上昇となりました。

（審査確認番号H29-TB266）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。前週から引き続き上昇してスター
トし、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の結果な
どを受け、20日（水）まで連日で史上最高値を更新
しました。週末は、年内利上げ観測の高まりと北朝
鮮外相の水爆実験の示唆等を受けて前日比で小幅に
下落しました。（週末引け値：22,349.59ドル）

 週間ではNYダウは0.36％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高
となりました。米国の継続利上げ観測を受けた米金
利の先高観の強まりや、日銀の金融緩和政策が長期
化するとの思惑から円売り米ドル買いが進行しまし
た。週末は、北朝鮮が太平洋上での水爆実験の可能
性を示唆し、円買い米ドル売りがやや優勢となりま
した。（週末引け値：111円95銭～112円05銭）

 週間では米ドル/円は1.05％の円安、ユーロ/円は
1.07％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

2/2

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

14/01 15/01 16/01 17/01

ダウ工業株30種平均

（ドル）

（年/月）

（2014年1月6日～2017年9月22日 日次）

110

120

130

140

150

160

80

90

100

110

120

130

14/01 15/01 16/01 17/01

米ドル/円（左軸）
ユーロ/円（右軸）

（円） （円）

（年/月）

（2014年1月6日～2017年9月22日 日次）


